
⑶ 第１６回 中四国小学校家庭科教育研究大会 香川大会 参加報告 

ア 香川県の研究主題及び研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 香川県の取組 

   香川県は、「視点１ ２学年間を見通した指導計画の工夫」「視点２ 学ぶ意欲を高める指導の工

夫」「視点３ 個の学びを支える評価の工夫」という３つの視点で研究に取り組んでいた。それを受

けて、本大会の発表校の坂出小学校は、「視点１ 学びのつながりを意識した題材、指導計画の工

夫」「視点２ 学びのときめきを味わう学習指導の工夫」「視点３ 「生かす」場を広げる家庭・地

域との連携」を基に研究を進めていた。 

【学びのつながりを意識した題材、指導計画の工夫】  

５・６年のストーリー性のある題材配列を工夫し、年間指導計画を作成していた。また、１～４  

年の家庭科に関連する指導事項を明確にし、つながりを意識して指導できるようにしていた。さら  

に、家庭科の小中５年間を見通し、他教科等や学校生活と関連させた指導計画を作成するなど、学 

びのつながりを意識した年間指導計画の工夫をしていた(資料１)。また、確実な力の定着のために、 

他教科等と関連させながら、教師が学びのつながりを意識して授業ができるように、学習指導案に  

題材と他教科等や学校行事等とのつながりを学年を超えて明記するようにしていた。 



〈資料１ 坂出小学校の家庭科年間計画〉 

【学びのときめきを味わう学習指導の工夫】 

  学びのときめきを味わう学習指導の工夫として、５点の成果を挙げていた。 

１点目は「実感を伴う理解へとつなげる教具や資料の提示」である。６学年の家庭科では、見ただ  

けでは分からない洋服の汚れをニンヒドリン試薬で可視化するという実験活動を取り入れることで

科学的思考を深めることができるようにしていた。また、１年生の生活科の学習において、普段の生

活の中でよく触れているタオルや靴下のたたみ方のこつを見付けた後、給食エプロンをたたむ活動を

取り入れ、実感を伴う理解へと結び付くようにしていた。学校生活の中だけではなく、家庭生活へと

広がり、「お手伝いをしたい」という意欲へとつながっていた。 

２点目は「思考の可視化の工夫」である。栄養バランスの偏りを可視化するため、ワークシートに  

３つのグループと同じ赤・黄・緑色のシールを貼る活動を取り入れたり、スナック菓子の油の量や１   

日に適切なおやつの量をデータと共に実際に見ながら説明を聞いたりしていた。情報を可視化するこ  

とで、児童自身も自分の考えを整理することができ、思考力を育むことにつながっていた。 

３点目は「交流の工夫」である。役割演技やペア、グループでの話合い、KJ法の導入など、様々な  

工夫をしていた。ホワイトボードの上で食品絵カードを操作しながら話し合うなど、主体的に子ども  

たち同士で交流ができるようにしていた。 

４点目は「児童自身の課題を明確にするワークシートと考えを深める板書の工夫」である。児童が 

事前に家庭生活や学校生活を見つめ直し、課題をマトリックスを使ったワークシートで可視化するこ  

とにより、児童自身が自分のこととして学習に向かうことができるようにしていた。５年生の家庭科 

で、物の選び方・買い方を考える場面では、児童のワークシートと対応させた板書にすることで、自 

分や友達の考えと比較しながら意見が活発に交わされていた。 

５点目は「栄養教諭によるティームティーチング」である。食に関する内容の場合は、専門的な知  

識をもつ栄養教諭に話してもらったり、学校給食を生きた教材として活用し、授業内容と関連させて  

指導したりしていた。 

【「生かす」場を広げる家庭・地域との連携】 

家庭との関わりで「生かす」場として、「いい日実行日」として家の手伝いや地域のボランティア活  

動に積極的に参加する日を設定したり、家庭との関わりを「深める」場として、香川県教育委員会か  

ら発行されている「自分でできるよ！チャレンジカード」を活用して、学校と地域との連携を図って 

いた。チャレンジシートの項目は、「お手伝いをする」から「自分で決めたお手伝いをする」「自分が 

今できる家での役割」「自分ができるようになりたい家での役割」のように、発達段階によって内容が 

高次なものになっていた。また、地域との関わりで「生かす」場も設定しており、総合的な学習の時  

間に商店街での模擬店「パワフルマーケット」を開くなど、家庭科とつないで指導していた。 

ウ 記念講演「つなげる ひろげる を意識した食の指導の在り方」横浜国立大学教育学部学部長杉山久仁子氏より 

 食育の全体計画を立てて学校全体で取り組む必要性や家庭科の学習についてご指導いただいた。家 

庭科の学習については主に３点あった。①家庭科学習の内容はスパイラルに繰り返されるが、段階に 

よる目標が必要であり、小学校と中学校のすみ分けを確実にしておくことが大切であるということ、 

②考え方を教えることが大切であり、例えばみそ汁の実を何にするかにも意図があり、他の実でも生 

かすことができるようにすること、③最後は必ず自分の生活に戻って考えることができるようにする 

ことである。新学習指導要領の内容とともに、家庭科の指導方法について改めて考えることができた。 


